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産科病棟に勤務する助産師、看護師、産科医師の
Work engagementと Burnout

Work engagement and burnout of midwives, nurses and 
obstetricians working in hospitals

川内惠美子1）･ 井上冷子2）・大橋一友1）

産科医療現場で働く助産師、看護師、産科医師の仕事に対するメンタルヘルスはこれまで
にほとんど研究されていない。本研究では、産科病棟で働く助産師、看護師、産科医師の
Work engagement および Burnout を一般労働者と比較し、さらに助産師、看護師、産科医
師の職種間で比較した。

Work engagement の測定には Utrecht Work Engagement Scale、Burnout の測定には
Maslach Burnout Inventory-General Survey を使用した。

一般労働者と比較し助産師や産科医師はメンタルヘルスが悪い状態ではなく、一方で看護
師はバーンアウト傾向が強かった。また、助産師、看護師、産科医師の職種間でも看護師の
メンタルヘルスは悪化していた。今後は、産科病棟で働く看護師のメンタルヘルスを低下さ
せている要因について検討していく必要がある。
The mental health of staff working in maternity and labor wards has not been examined. 
In this study, we aimed to examine the work engagement and burnout of staff midwives, 
nurses, and obstetricians in maternity and labor wards.
We compared the work engagement and burnout score of staff midwives, nurses, and 
obstetricians with the general workers. In addition, we compared the scores among three 
professionals. Work engagement was assessed by using the Utrecht Work Engagement 
Scale. Burnout was assessed by using the Maslach Burnout Inventory-General Survey. The 
Ethical Committee of Health Sciences, Osaka University, approved the study.
The mental health of staff midwives and obstetricians were not so bad in comparison with 
the general worker. However, staff nurses were more likely to be in burnout condition 
than the general workers. Additionally, the mental health of staff nurses was worst among 
three professions working in the labor and maternity ward.
In order to provide better care for pregnant women, we need to examine factors to 
worsen the mental health of staff nurses in maternity and labor wards in the next study.
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1 . 緒言

従来、労働者のメンタルヘルスの研究は主に
Burnout や職業性ストレスといったネガティブな
要因を取り扱っていた。しかし 2000 年前後から、
人間の有する強みに目が向けられるようになり、

「仕事に関連するポジティブで充実した心理状態」
を表す概念である Work engagement という概念
が Schaufeli ら1）によって新しく提唱された。Work 
engagement が高いと積極的な役割行動や役割外
行動につながり2）、顧客満足度が高まる3）ことなど
がこれまでに明らかになっている。看護職者を対
象とした研究も 2009 年以降に増加してきているが
4）、産科医療現場を対象とした研究はこれまでに報
告されていない。産科医療は妊産婦に対する安全
性と快適さを確保しればならないが、人員不足の
問題が顕在化している。そこで産科病棟で働く助
産師、看護師、産科医師の Work engagement お
よび Burnout を他の一般労働者と比較し明らかに
すること、さらに助産師、看護師、産科医師の職
種間で比較を行うことを本研究の目的とした。

2 . 方法

2 - １. 研究デザイン
本研究は自己記入式質問紙法による横断調査で

ある。兵庫県の産科医療保障制度に加入している
全 51 病院に研究協力を依頼し、20 病院から研究
参加の同意を得た（39.2％）。7 施設が地域周産期
母子センター、13 施設が機能指定を受けていな
い一般病院であった。また、総合周産期母子セン
ターは含まれていなかった。20 病院の産科病棟
で勤務する助産師および看護師 452 名、産科医師
69 名に質問紙を配布し、郵送法で回収した。質
問紙には、Japanese version of the Utrecht Work 

Engagement Scale （UWES-J）、Maslach Burnout 
Inventory-General Survey (MBI-GS)、基本属性が
含まれた。助産師 180 名、看護師 67 名、産科医
師 53 名から回答を得て、不完全回答者、非正規雇
用者、産科以外での勤務者を除いた、助産師 170
名、看護師 59 名、産科医師 48 名を分析対象とし
た（回収率：助産師および看護師 50.7％、産科医
師 69.6％）。本研究は大阪大学保健学倫理委員会の
承認 (No. 221) を受けて実施した。

2 - 2 . 測定用具

Work engagement
Work engagement の測定には、Schaufeli ら2）が

開発し、Shimazu ら5）によって邦訳されたJapanese 
version of the Utrecht Work Engagement Scale 

（UWES-J）を使用した。UWES-J は 9 項目あり、
活力（vigor）3 項目、献身（dedication）3 項目、
没頭（absorption）3 項目の 3 つの下位尺度で構成
されている。回答は「全くない」0 点～「いつも
感じる」6 点の 7 段階のリッカートスケールで評
価し、得点が高いほど仕事に関しポジティブで充
足した心理状態を示す。

Burnout
Burnout の 測 定 に は、Schaufeli ら6）が開発し、

北岡ら7）に よ っ て 邦 訳 さ れ た Maslach Burnout 
Inventory-General Survey (MBI-GS) を使用した。
質問項目は 16 項目あり、疲弊感 (exhaustion)5 項目、
シ ニ シ ズ ム (cynicism)5 項 目、 職 務 効 力 感
(professional efficacy)6 項目の 3 つの下位尺度で構
成されている。回答は「全くない」0 点～「いつ
も感じる」6 点の 7 段階のリッカートスケールで
評価し、疲弊感 (exhaustion)、シニシズム (cynicism)
得点が高く、職務効力感 (professional efficacy) が
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低いほど Burnout している状態を示す。

3 . 結果

助産師、看護師、産科医師の Work engagement
と Burnout 得点をこれまでに報告のあった他の一
般労働者（事務職、技術職、会社員、公務員、対
人職者など） 8, 9）の得点と Welch の検定を行い比較
した（表 1）。

助産師、看護師、産科医師の Work engagement
得点を図 1 に示した。活力 (Vigor) では看護師の得
点 (2.32 ± 0.98) が助産師 (2.88 ± 1.07) と産科医師
(3.23 ± 1.45) の得点よりも有意に低かった。助産
師と産科医師では得点に有意差はなかった。献身
(Dedication) でも、看護師の得点 (3.18 ± 1.09) が助
産師 (3.69 ± 1.03) と産科医師 (3.78 ± 1.20) の得点
よりも低かった。助産師と産科医師では得点に有

図 1. 助産師、看護師、産科医師の Work engagement得点の比較

表 1. 助産師、看護師、産科医師と一般労働者との比較

   

  

* P=0.003
* P=0.011

* P=0.011

* P=0.000

* P=0.004
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意差はなかった。没頭（Absorption）では看護師
の得点 (2.40 ± 1.07) は産科医師 (3.00 ± 1.24) の得
点よりも低かった。しかし、助産師 (2.69 ± 1.00)
と看護師では有意差はなく、助産師と産科医師で
も有意差はなかった。

助産師、看護師、産科医師の Burnout 得点を図
2 に示した。疲弊感 (exhaustion) では助産師、看
護師、産科医師の職種間では有意差はみられな
かった。一方、シニシズム (cynicism) では看護師
の得点 (2.39 ± 1.44) が助産師 (1.79 ± 1.16) や産科
医師 (1.57 ± 1.36) の得点よりも高かった。助産師
と産科医師間では有意差はなかった。職務効力感
(professional efficacy) の得点は、産科医師 (3.04 ± 
1.39) は助産師 (2.48 ± 1.15) や看護師 (2.18 ± 1.35)
よりも高かった。

4 . 考察

産科での医療訴訟の増加や過酷な勤務などを背
景に産科医師の人数が減少し、各地で産科を閉鎖
する病院が増加している10）。本研究の結果では、
一般労働者と比較して助産師は疲弊感を感じてい
るものの、仕事に対する活力や献身は高い状態で
あった。また、産科病棟で働く看護師は、Burnout
傾向が強く疲弊感、シニシズムが高く、仕事に対

する活力も一般労働者に比べ低かった。一方、産
科医師は、活力、献身も高く、職務効力感も高かっ
た。このことから、産科病棟では非常に過酷な状
況で働いているが、助産師や産科医師は一般労働
者と比べメンタルヘルスは悪い状態ではなく、一
方では産科病棟で働く看護師については Burnout
傾向が強いことが示唆された。

また、3 職種の中では助産師と産科医師の Work 
engagement は差がなかった。一方、看護師は活
力、献身ともに助産師より低い値を示した。また、
Burnout では疲弊感においては職種間で相違はな
かったが、看護師のシニシズムが高かった。以上
の結果より、3 職種の中で看護師のメンタルヘル
スは悪化していると考えられた。産科病棟におい
ては異なるライセンスを持つ助産師、看護師、産
科医師は協働しながら妊産婦のケアに携わってい
る。今後は、妊産婦にさらにより良いケアを提供
するために、産科病棟で働く看護師のメンタルヘ
ルスを低下させている要因について検討していく
必要があると考えられた。
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図 2. 助産師、看護師、産科医師の Burnout 得点の比較
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